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(57)【要約】
【課題】本発明は、無線通信システムに関する。特に、
本発明は、無線通信システムで複数のキャリアを有する
端末がＴＴＩバンドリングを設定する方法及び装置に関
する。
【解決手段】上記方法は、第１基地局（ＢＳ）に属する
アップリンクが設定された第１セルを設定するステップ
であって、上記第１セルは、送信時間間隔（Transmissi
on Time Interval；ＴＴＩ）バンドリングが動作可能に
なるように設定されるステップと、第２基地局に属する
アップリンクが設定された第２セルを設定することを指
示するメッセージを受信するステップと、上記第１基地
局と上記第２基地局とが異なる場合、上記第１セルに対
するＴＴＩバンドリングの使用を維持しながら上記メッ
セージによって上記第２セルを設定するステップと、を
有する。
【選択図】図１３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末（ＵＥ）が無線通信システムで動作する方法において、
　第１基地局（ＢＳ）に属するアップリンクが設定された第１セルを設定するステップで
あって、前記第１セルは、送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリングが動作可能になるように
設定されるステップと、
　第２基地局に属するアップリンクが設定された第２セルを設定することを指示するメッ
セージを受信するステップと、
　前記第１基地局と前記第２基地局とが異なる場合、前記第１セルに対するＴＴＩバンド
リングの使用を維持しながら前記メッセージによって前記第２セルを設定するステップと
、を有する方法。
【請求項２】
　前記第１基地局と前記第２基地局とが同一である場合、接続再確立手続を開始するステ
ップと、
　前記メッセージによる前記第２セルに対する設定の失敗を前記第１基地局に知らせるス
テップと、をさらに有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１基地局と前記第２基地局とが同一である場合、前記メッセージによって前記第
２セルを設定するステップと、
　前記第１セルに対するＴＴＩバンドリングの設定を解放するステップと、
　前記第１セルに対するＴＴＩバンドリングを動作不能にしたことを前記第１基地局に知
らせるステップと、をさらに有する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記メッセージは、セルの識別子と、前記セルがどの基地局に属するかを示す基地局識
別子と、を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　端末（ＵＥ）が無線通信システムで動作する方法において、
　第１基地局（ＢＳ）に属するアップリンクが設定された第１セルと第２基地局に属する
アップリンクが設定された第２セルとを設定するステップと、
　前記第１セルに対する送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリングを設定することを指示する
メッセージを受信するステップと、
　前記第１基地局と前記第２基地局とが異なる場合、前記メッセージによって前記第１セ
ルに対するＴＴＩバンドリングを設定するステップと、を有する方法。
【請求項６】
　前記第１基地局と前記第２基地局とが同一である場合、接続再確立手続を開始するステ
ップをさらに有する、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記メッセージによる前記第１セルに対するＴＴＩバンドリングに関する設定の失敗を
前記第１基地局に知らせるステップをさらに有する、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記メッセージは、セルの識別子と、前記セルがどの基地局に属するかを示す基地局識
別子と、を有する、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　無線通信システムで動作する端末であって、
　無線周波数（ＲＦ）モジュールと、
　前記ＲＦモジュールを制御するように構成されるプロセッサと、を有し、
　前記プロセッサは、
　第１基地局（ＢＳ）に属するアップリンクが設定された第１セルを設定し、前記第１セ
ルは、送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリングが動作可能になるように設定され、
　第２基地局に属するアップリンクが設定された第２セルを設定することを指示するメッ
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セージを受信し、
　前記第１基地局と前記第２基地局とが異なる場合、前記第１セルに対するＴＴＩバンド
リングの使用を維持しながら前記メッセージによって前記第２セルを設定するよう構成さ
れる、端末。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、前記第１基地局と前記第２基地局とが同一である場合、接続再確立
手続を開始し、前記メッセージによる前記第２セルに対する設定の失敗を前記第１基地局
に知らせるようさらに構成される、請求項９に記載の端末。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、前記第１基地局と前記第２基地局とが同一である場合、前記メッセ
ージによって前記第２セルを設定し、前記第１セルに対するＴＴＩバンドリングの設定を
解放し、前記第１セルに対するＴＴＩバンドリングを動作不能にしたことを前記第１基地
局に知らせるようさらに構成される、請求項９に記載の端末。
【請求項１２】
　前記メッセージは、セルの識別子と、前記セルがどの基地局に属するかを示す基地局識
別子と、を有する、請求項９に記載の端末。
【請求項１３】
　無線通信システムで動作する端末であって、
　無線周波数（ＲＦ）モジュールと、
　前記ＲＦモジュールを制御するように構成されるプロセッサと、を有し、
　前記プロセッサは、
　第１基地局（ＢＳ）に属するアップリンクが設定された第１セルと第２基地局に属する
アップリンクが設定された第２セルとを設定し、
　前記第１セルに対する送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリングを設定することを指示する
メッセージを受信し、
　前記第１基地局と前記第２基地局とが異なる場合、前記メッセージによって前記第１セ
ルに対するＴＴＩバンドリングを設定するよう構成される、端末。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記第１基地局と前記第２基地局とが同一である場合、接続再確立
手続を開始するようさらに構成される、請求項１３に記載の端末。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記メッセージによる前記第１セルに対するＴＴＩバンドリングに
関する設定の失敗を前記第１基地局に知らせるようさらに構成される、請求項１３に記載
の端末。
【請求項１６】
　前記メッセージは、セルの識別子と、前記セルがどの基地局に属するかを示す基地局識
別子と、を有する、請求項１３に記載の端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関し、より詳細には、複数のキャリアを有する端末が送
信時間間隔（Transmission Time Interval；ＴＴＩ）バンドリングを設定する方法及び複
数のキャリアを有する端末がＴＴＩバンドリングを設定する装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明を適用できる無線通信システムの一例として、第３世代パートナシッププロジェ
クトロングタームエボリューション（3rd Generation Partnership Project Long Term E
volution；３ＧＰＰ　ＬＴＥ、以下、「ＬＴＥ」という）通信システムについて概略的に
説明する。
【０００３】
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　図１は、無線通信システムの一例として、Ｅ－ＵＭＴＳ網の構造を概略的に示した図で
ある。発展型ＵＭＴＳ（Evolved Universal Mobile Telecommunications System；Ｅ－Ｕ
ＭＴＳ）は、既存のユニバーサル移動電話システム（Universal Mobile Telecommunicati
ons System；ＵＭＴＳ）から進展したシステムであって、現在、３ＧＰＰで基礎的な標準
化作業を進めている。一般に、Ｅ－ＵＭＴＳは、ＬＴＥ（Long Term Evolution）システ
ムと称することもできる。ＵＭＴＳ及びＥ－ＵＭＴＳの技術規格（technical specificat
ion）の詳細な内容は、それぞれ「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈ
ｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ；Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ
　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ」のＲｅｌｅａｓｅ　７及びＲｅｌｅａｓ
ｅ　８を参照することができる。
【０００４】
　図１を参照すると、Ｅ－ＵＭＴＳは、端末（User Equipment；ＵＥ）と、基地局（ｅＮ
ｏｄｅ　Ｂｓ（ｅＮＢｓ）と、ネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）の終端に位置し、外部ネ
ットワークと接続されるアクセスゲートウェイ（Access Gateway；ＡＧ）と、を含む。基
地局は、ブロードキャストサービス、マルチキャストサービス及び／又はユニキャストサ
ービスのために複数の（多重）データストリーム（multiple data streams）を同時に送
信することができる。
【０００５】
　一つの基地局には一つ又は複数のセルが存在する。セルは、１．２５Ｍｈｚ、２．５Ｍ
ｈｚ、５Ｍｈｚ、１０Ｍｈｚ、１５Ｍｈｚ、２０Ｍｈｚなどの帯域幅のうちの一つに設定
され、複数の端末にダウンリンク又はアップリンク送信サービスを提供する。互いに異な
るセルは、互いに異なる帯域幅を提供するように設定することができる。基地局は、複数
の（a plurality of）端末に対するデータ送受信を制御する。ダウンリンク（DownLink；
ＤＬ）データに関して、基地局は、ダウンリンクスケジューリング情報を対応する（corr
esponding）端末に送信することによって、当該端末にデータが送信される時間／周波数
領域、符号化、データサイズ、ＨＡＲＱ（Hybrid Automatic Repeat and reQuest）関連
情報などを知らせる。また、アップリンク（UpLink；ＵＬ）データに関して、基地局は、
アップリンクスケジューリング情報を対応する端末に送信し、当該端末が使用可能な時間
／周波数領域、符号化、データサイズ、ＨＡＲＱ関連情報などを知らせる。各基地局間で
は、ユーザトラフィック又は制御トラフィックの送信のためのインタフェースを使用する
ことができる。コアネットワーク（Core Network；ＣＮ）は、ＡＧと端末のユーザ登録な
どのためのネットワークノードなどとで構成することができる。ＡＧは、複数のセルで構
成されるＴＡ（Tracking Area）単位で端末のモビリティ（移動性）（mobility）を管理
する。
【０００６】
　無線通信技術は、ＷＣＤＭＡ（登録商標）に基づいてＬＴＥまで開発されてきたが、ユ
ーザ及び事業者の要求及び期待は持続的に増加している。また、他の無線アクセス（接続
）技術（radio access technologies）が継続して開発されているので、今後、競争力を
有するためには新たな技術の発展（evolution）が要求され、ビット当たりのコストの削
減（Decrease in cost per bit）、サービス可用性の向上（increase in service availa
bility）、フレキシビリティ（融通性）のある周波数帯域の使用（flexible use of freq
uency bands）、シンプル構造（simplified structure）及びオープン（開放型）インタ
フェース（open interface）、端末の適切な電力消費（power consumption）などが要求
される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、複数のキャリア（搬送波）（carriers）でＴＴＩバンドリングを構成
する方法及び複数のキャリアでＴＴＩバンドリングを構成する装置を提供することにある
。本発明で達成しようとする技術的課題は、以上で言及した技術的課題に制限されず、言
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及していない他の技術的課題は、下記の記載から本発明の属する技術分野で通常の知識を
有する者に明確に理解され得るだろう。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、無線通信システムで動作する端末（User Equipment；ＵＥ）に関する方法に
おいて、第１基地局（Base Station；ＢＳ）に属するアップリンクが設定された第１セル
を設定（configure）するステップであって、該第１セルは、送信時間間隔（Transmissio
n Time Interval；ＴＴＩ）バンドリングが動作可能になるように設定されるステップと
、第２基地局に属するアップリンクが設定された第２セルを設定することを指示するメッ
セージを受信するステップと、第１基地局と第２基地局とが異なる場合、第１セルに対す
るＴＴＩバンドリングの使用を維持しながらメッセージによって第２セルを設定するステ
ップと、を有する方法によって提供される。
【０００９】
　本発明の他の形態において、無線通信システムで動作する端末（User Equipment；ＵＥ
）であって、無線周波数（ＲＦ；Radio Frequency）モジュールと、ＲＦモジュールを制
御するように構成されるプロセッサと、を有し、プロセッサは、第１基地局（Base Stati
on；ＢＳ）に属するアップリンクが設定された第１セルを設定（configure）し、第１セ
ルは、送信時間間隔（Transmission Time Interval；ＴＴＩ）バンドリングが動作可能に
なるように設定され、第２基地局に属するアップリンクが設定された第２セルを設定する
ことを指示するメッセージを受信し、第１基地局と第２基地局とが異なる場合、第１セル
に対するＴＴＩバンドリングの使用を維持しながらメッセージによって第２セルを設定す
る端末を通じて提供される。
【００１０】
　一方、本発明の他の形態において、無線通信システムで動作する端末（User Equipment
；ＵＥ）に関する方法において、第１基地局（Base Station；ＢＳ）に属するアップリン
クが設定された第１セルと第２基地局に属するアップリンクが設定された第２セルとを設
定するステップと、第１セルに対する送信時間間隔（Transmission Time Interval；ＴＴ
Ｉ）バンドリングを設定することを指示するメッセージを受信するステップと、第１基地
局と第２基地局とが異なる場合、メッセージによって第１セルに対するＴＴＩバンドリン
グを設定するステップと、を有する方法が提供される。
【００１１】
　本発明の他の形態において、無線通信システムで動作する端末（User Equipment；ＵＥ
）であって、無線周波数（ＲＦ；Radio Frequency）モジュールと、ＲＦモジュールを制
御するように構成されるプロセッサと、を有し、プロセッサは、第１基地局（Base Stati
on；ＢＳ）に属するアップリンクが設定された第１セルと第２基地局に属するアップリン
クが設定された第２セルとを設定し、第１セルに対する送信時間間隔（Transmission Tim
e Interval；ＴＴＩ）バンドリングを設定することを指示するメッセージを受信し、第１
基地局と第２基地局とが異なる場合、メッセージによって第１セルに対するＴＴＩバンド
リングを設定する端末によって提供される。
【００１２】
　好ましくは、上記方法は、第１基地局と第２基地局とが同一である場合、接続再確立手
続（connection re-establishment procedure）を開始するステップと、メッセージによ
る第２セルに対する設定の失敗を第１基地局に知らせるステップと、をさらに有する。
【００１３】
　好ましくは、上記方法は、第１基地局と第２基地局とが同一である場合、メッセージに
よって第２セルを設定するステップと、第１セルに対するＴＴＩバンドリングの設定を解
放する（release）ステップと、第１セルに対するＴＴＩバンドリングを動作不能にした
ことを第１基地局に知らせるステップと、をさらに有する。
【００１４】
　好ましくは、メッセージは、セルの識別子と、セルがどの基地局に属するかを示す基地
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局識別子と、を有する。
【００１５】
　上述した一般的な説明と次の本発明の詳細な説明とは、例示的で且つ説明するためのも
のであって、本発明の追加の説明を提供するためのものと意図されることを理解しなけれ
ばならない。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によると、複数のキャリアアグリゲーション（carrier aggregation）システム
でＴＴＩバンドリングを効率的に構成することができる。本発明で得られる効果は、以上
で言及した効果に制限されず、言及していない他の効果は、下記の記載から本発明の属す
る技術分野で通常の知識を有する者に明確に理解され得るだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】無線通信システムの一例であり、Ｅ－ＵＭＴＳネットワークの構造を概略的に示
す図である。
【図２Ａ】Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Evolved-Universal Terrestrial Radio Access Network）の
構造を示すブロック図である。
【図２Ｂ】一般的なＥ－ＵＴＲＡＮとＥＰＣとの構造を示すブロック図である。
【図３】３ＧＰＰ無線接続網規格に基づく端末とＥ－ＵＴＲＡＮとの間における無線イン
タフェースプロトコル（Radio Interface Protocol）の制御プレーン（Control Plane）
及びユーザプレーン（User Plane）の構造を示す図である。
【図４】Ｅ－ＵＭＴＳシステムで用いられる物理チャネルの構造の一例を示す図である。
【図５】本発明の実施例に係る通信装置を示すブロック図である。
【図６】同期非適応型（non-adaptive）ＵＬ　ＨＡＲＱ動作を例示する概念図である。
【図７】ＨＡＲＱ動作におけるＴＴＩバンドリングに関する図である。
【図８】キャリアアグリゲーションに関する図である。
【図９】ＲＲＣ接続再設定動作に関する図である。
【図１０】ＭＣＳ（Master Cell Group）とＳＣＧ（Secondary Cell Group）との間のデ
ュアル接続に関する概念図である。
【図１１Ａ】デュアル接続に関わる基地局のＣプレーン接続に関する概念図である。
【図１１Ｂ】デュアル接続に関わる基地局のＵプレーン接続に関する概念図である。
【図１２】デュアル接続のための無線プロトコルアーキテクチャに関する概念図である。
【図１３】本発明の実施例に係る複数のキャリアを有する端末におけるＴＴＩバンドリン
グを設定する方法に関する概念図である。
【図１４】本発明の実施例に係る複数のキャリアを有する端末におけるＴＴＩバンドリン
グを設定する方法に関する概念図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本明細書に添付する図面は、本発明に関する理解を提供するためのものであり、本発明
の様々な実施の形態を示し、明細書の記載と共に本発明の原理を説明するためのものであ
る。
【００１９】
　ＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunication System）は、ヨーロッパシステム、
ＧＳＭ（登録商標）（Global system for mobile communication）、及びＧＰＲＳ（Gene
ral Packet Radio Service）に基づく広帯域符号分割多元接続（Wideband Code Division
 Multiple Access；ＷＣＤＭＡ）で動作する第３世代（3rd Generation；３Ｇ）非同期移
動通信システム（asynchronous mobile communication system）である。ＵＭＴＳのＬＴ
Ｅ（Long-Term Evolution）は、ＵＭＴＳを規格化する３ＧＰＰによって議論中にある。
【００２０】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥは、高速パケット通信を可能にする技術である。ユーザ及びプロバイ
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ダ（提供者）（provider）のコストを削減し、サービス品質を改善し、カバレッジ（cove
rage）及びシステム容量を拡張及び改善することを目的とするＬＴＥの課題のための多く
の方法が提案された。３Ｇ　ＬＴＥは、上位レベルの要求として（as an upper-level re
quirement）、ビット（bit）当たりのコストの削減、サービス可用性の向上、周波数帯域
のフレキシビリティ（柔軟性）（flexible use of frequency bands）、シンプル構造（s
implified structure）、オープン（開放型）インタフェース（open interface）、及び
端末の適切な電力消費を要求する。
【００２１】
　以下では、添付の図面を参照して説明される本発明の各実施例により、本発明の構成、
作用及び他の特徴が容易に理解され得るだろう。以下で説明する各実施例は、本発明の技
術的特徴が３ＧＰＰシステムに適用された各例である。
【００２２】
　本明細書は、ＬＴＥシステム及びＬＴＥ－Ａシステムを用いて本発明の各実施例を説明
するが、これは例示に過ぎない。したがって、本発明の各実施例は、上記定義に該当する
いずれの通信システムにも適用することができる。また、本明細書は、ＦＤＤ方式を基準
にして本発明の実施例について説明するが、これは例示であって、本発明の実施例は、Ｈ
－ＦＤＤ方式又はＴＤＤ方式にも容易に変形して適用することができる。
【００２３】
　図２Ａは、発展型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Evolved-Universal Te
rrestrial Radio Access Network；Ｅ－ＵＴＲＡＮ）網の構造を示すブロック図である。
Ｅ－ＵＭＴＳは、ＬＴＥシステムと称することもできる。通信網は、ＩＭＳ及びパケット
データを通じたＶｏＩＰ（Voice over IP）などの多様なサービスを提供するために広く
配置される。
【００２４】
　図２Ａに示したように、Ｅ－ＵＭＴＳ網は、発展型ユニバーサル地上無線アクセスネッ
トワーク（Evolved UMTS Terrestrial Radio Access Network；Ｅ－ＵＴＲＡＮ）、発展
パケットコア（Evolved Packet Core；ＥＰＣ）、及び一つ又は複数の端末を含む。Ｅ－
ＵＴＲＡＮは、一つ又は複数の発展型ノードＢ（evolved NodeB；ｅＮＢ）２０を含むこ
とができ、複数の端末１０が一つのセルに位置することができる。一つ又は複数のＥ－Ｕ
ＴＲＡＮ　モビリティ管理エンティティ（Mobility Management Entity；ＭＭＥ）／シス
テムアーキテクチャエボリューション（System Architecture Evolution；ＳＡＥ）ゲー
トウェイ３０は、ネットワークの終端に位置し、外部ネットワークに接続することもでき
る。
【００２５】
　本明細書において、「ダウンリンク（downlink）」は、ｅＮＢ２０から端末１０への通
信を称し、「アップリンク（uplink）」は、端末１０からｅＮＢ２０への通信を称する。
端末１０は、ユーザによって運ばれる（carried）通信装置（communication equipment）
を称し、また、移動局（Mobile Station；ＭＳ）、ユーザ端末（User Terminal；ＵＴ）
、加入者局（ステーション）（Subscriber Station；ＳＳ）又は無線デバイスと称するこ
ともできる。
【００２６】
　図２Ｂは、一般的なＥ－ＵＴＲＡＮと一般的なＥＰＣとの構造を示すブロック図である
。
【００２７】
　図２Ｂに示したように、ｅＮＢ２０は、ユーザプレーン及び制御プレーンのエンドポイ
ント（end point）をＵＥ１０に提供する。ＭＭＥ／ＳＡＥゲートウェイ３０は、セッシ
ョン及びモビリティ（mobility）管理機能のエンドポイントをＵＥ１０に提供する。ｅＮ
Ｂ２０及びＭＭＥ／ＳＡＥゲートウェイ３０は、Ｓ１インタフェースを介して接続するこ
とができる。
【００２８】
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　ｅＮＢ２０は、一般にＵＥ１０と通信する固定局であって、基地局（ＢＳ）又はアクセ
スポイント（access point）と称することもある。一つのｅＮＢ２０はセルごとに配置す
ることができる。ユーザトラフィック又は制御トラフィックを送信するためのインタフェ
ースをｅＮＢ２０間で使用することができる。
【００２９】
　ＭＭＥは、ｅＮＢ２０に対するＮＡＳシグナリング、ＮＡＳシグナリングセキュリティ
、ＡＳセキュリティ制御、３ＧＰＰ接続ネットワーク間のモビリティのためのＣＮノード
間（インターＣＮノード）シグナリング（Inter CN node signaling）、（ページング再
送信の制御及び実行を含む）アイドルモード（idle mode）ＵＥ到達可能性（接近性）（R
eachability）、（アイドルモード及びアクティブ（活性）モード（active mode）のＵＥ
のための）トラッキング領域リスト管理（Tracking Area list management）、ＰＤＮ　
ＧＷ及びサービングＧＷの選択、ＭＭＥの変更（変化）を伴うハンドオーバのためのＭＭ
Ｅの選択、２Ｇ又は３Ｇ　３ＧＰＰ接続ネットワークへのハンドオーバのためのＳＧＳＮ
の選択、ローミング、認証、専用ベアラ確立（設定）（establishment）を含むベアラ管
理、（ＥＴＷＳ及びＣＭＡＳを含む）ＰＷＳメッセージ送信のためのサポートを含む多様
な機能を行う。ＳＡＥゲートウェイホストは、（例えば、ディープパケットインスペクシ
ョン（deep packet inspection）による）パーユーザ（Per-user）ベースの（ユーザごと
の）パケットフィルタリング、ローフル（適法な）インターセプション（Lawful Interce
ption）、ＵＥ　ＩＰアドレス割り当て、ダウンリンクでのトランスポート（送信）（Tra
nsport）レベルパケットマーキング、ＵＬ及びＤＬサービスレベル課金、ゲーティング及
びレート強制（強化）（rate enforcement）、ＡＰＮ－ＡＭＢＲに基づいたＤＬレート強
制を含む多様な機能を提供する。ＭＭＥ／ＳＡＥゲートウェイ３０は、明確性のために、
本明細書において単に「ゲートウェイ」と称する。しかし、ＭＭＥ／ＳＡＥゲートウェイ
３０は、ＭＭＥ及びＳＡＥゲートウェイの両方を全て含む。
【００３０】
　複数のノードは、ｅＮＢ２０とゲートウェイ３０との間でＳ１インタフェースを介して
接続することができる。各ｅＮＢ２０は、Ｘ２インタフェースを介して相互接続すること
ができ、各隣接ｅＮＢは、Ｘ２インタフェースを有するメッシュネットワーク構造（mesh
ed network structure）を有することができる。
【００３１】
　図２Ｂに示したように、ｅＮＢ２０は、ゲートウェイ３０に関する選択、無線リソース
制御（Radio Resource Control；ＲＲＣ）のアクティベーション（活性化）中のゲートウ
ェイへのルーティング（routing toward the gateway during a Radio Resource Control
 (RRC) activation）、ページングメッセージのスケジューリング及び送信、ブロードキ
ャストチャネル（ＢＣＣＨ）情報のスケジューリング及び送信、アップリンク及びダウン
リンクの両方における各ＵＥ１０のための動的リソース割り当て、ｅＮＢ測定の設定（構
成）及びプロビジョン（準備）（configuration and provisioning）、無線ベアラ（Radi
o Bearer；ＲＢ）制御、無線アドミッション（許可）（承認）制御（Radio Admission Co
ntrol；ＲＡＣ）、及びＬＴＥ＿ＡＣＴＩＶＥ状態での接続モビリティ（移動性）制御（c
onnection mobility control）などの各機能を行うことができる。ＥＰＣにおいて、ゲー
トウェイ３０は、ページング発信（paging origination）、ＬＴＥ＿ＩＤＬＥ状態管理、
ユーザプレーン暗号化、システムアーキテクチャ（構造）エボリューション（System Arc
hitecture Evolution；ＳＡＥ）ベアラ制御、及び非アクセス（接続）層（Non-Access St
ratum；ＮＡＳ）シグナリングの暗号化及び完全性（インテグリティ）（無欠性）（integ
rity）保護などの各機能を行うことができる。
【００３２】
　ＥＰＣは、モビリティ管理エンティティ（Mobility Management Entity；ＭＭＥ）、サ
ービング－ゲートウェイ（serving-gateway；Ｓ－ＧＷ）、及びパケットデータネットワ
ーク－ゲートウェイ（Packet Data Network-Gateway；ＰＤＮ－ＧＷ）を含む。ＭＭＥは
、主に各端末のモビリティを管理する目的で用いられる各端末の接続及び能力（可用性）
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（capabilities）に関する情報を有する。Ｓ－ＧＷは、Ｅ－ＵＴＲＡＮを終端点として有
するゲートウェイであり、ＰＤＮ－ＧＷは、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）を終
端点として有するゲートウェイである。
【００３３】
　図３は、３ＧＰＰ無線接続網規格に基づく端末とＥ－ＵＴＲＡＮとの間の無線インタフ
ェースプロトコルの制御プレーン及びユーザプレーンの構造を示す図である。制御プレー
ンは、端末（User Equipment；ＵＥ）とネットワークとが呼（コール）（call）を管理す
るために用いる各制御メッセージが送信される通信路（path）を意味する。ユーザプレー
ンは、アプリケーション層で生成されたデータ、例えば、音声データ又はインターネット
パケットデータなどが送信される通信路を意味する。
【００３４】
　第１層である物理（PHYsical；ＰＨＹ）層は、物理チャネル（Physical Channel）を用
いて上位層に情報送信サービス（Information Transfer Service）を提供する。物理層は
、上位にある媒体接続制御（Medium Access Control）層とはトランスポート（送信）チ
ャネル（Transport Channel）を介して接続されている。上記トランスポートチャネルを
介して媒体接続制御層と物理層との間でデータが移動する。送信側と受信側との物理層間
では、物理チャネルを介してデータが移動する。上記物理チャネルは、時間及び周波数を
無線リソースとして使用する。具体的には、物理チャネルは、ダウンリンクにおいて直交
周波数分割多元接続（Orthogonal Frequency Division Multiple Access；ＯＦＤＭＡ）
方式で変調され、アップリンクにおいて単一搬送波周波数分割多元接続（Single Carrier
 Frequency Division Multiple Access；ＳＣ－ＦＤＭＡ）方式で変調される。
【００３５】
　第２層の媒体接続制御（Medium Access Control；ＭＡＣ）層は、論理チャネル（Logic
al Channel）を介して上位層である無線リンク制御（Radio Link Control；ＲＬＣ）層に
サービスを提供する。第２層のＲＬＣ層は、信頼性のあるデータ送信をサポートする。Ｒ
ＬＣ層の機能は、ＭＡＣ内部の機能ブロックで具現することもできる。第２層のＰＤＣＰ
（Packet Data Convergence Protocol）層は、帯域幅の狭い無線インタフェースにおける
ＩＰバージョン４（IP version 4；ＩＰｖ４）パケットやＩＰバージョン６（ＩＰｖ６）
パケットなどのＩＰ（Internet Protocol）パケットを効率良く送信するために、不必要
な制御情報を減少させるヘッダ圧縮（Header Compression）機能を行う。
【００３６】
　第３層の最下部に位置する無線リソース制御（Radio Resource Control；ＲＲＣ）層は
、制御プレーンのみで定義される。ＲＲＣ層は、各無線ベアラ（Radio Bearer；ＲＢ）の
設定（Configuration）、再設定（Re-configuration）及び解放（Release）と関連して論
理チャネル、トランスポートチャネル及び物理チャネルの制御を担当する。ＲＢは、端末
とネットワークとの間のデータ伝達のために第２層によって提供されるサービスを意味す
る。このために、端末とネットワークとのＲＲＣ層は、互いにＲＲＣメッセージを交換す
る。
【００３７】
　ｅＮＢの一つのセルは、１．２５ＭＨｚ、２．５ＭＨｚ、５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、１５
ＭＨｚ及び２０ＭＨｚなどの各帯域のうちの一つで動作するように設定することができ、
この帯域でダウンリンク又はアップリンク送信サービスを提供するように設定することが
できる。異なるセルは、異なる帯域を提供するように設定することもできる。
【００３８】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮから端末への送信のためのダウンリンク送信チャネル（Downlink trans
port Channel）は、システム情報を送信するＢＣＨ（Broadcast CHannel）、各ページン
グメッセージを送信するＰＣＨ（Paging CHannel）、及びユーザトラフィック又は各制御
メッセージを送信するためのダウンリンク共有チャネル（Shared CHannel；ＳＣＨ）を含
む。ダウンリンクマルチキャスト又はブロードキャストサービスのトラフィック又は制御
メッセージの場合、ダウンリンクＳＣＨを介して送信することもでき、又は別途のダウン
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リンクＭＣＨ（Multicast CHannel）を介して送信することもできる。
【００３９】
　端末からネットワークにデータを送信するアップリンクトランスポートチャネルとして
は、初期制御メッセージを送信するＲＡＣＨ（Random Access CHannel）と、その他にユ
ーザトラフィックや制御メッセージを送信するアップリンクＳＣＨ（Shared CHannel）と
がある。トランスポートチャネルの上位にあり、トランスポートチャネルにマッピングさ
れる論理チャネルとしては、ＢＣＣＨ（Broadcast Control CHannel）、ＰＣＣＨ（Pagin
g Control CHannel）、ＣＣＣＨ（Common Control CHannel）、ＭＣＣＨ（Multicast Con
trol CHannel）、及びＭＴＣＨ（Multicast Traffic CHannel）などがある。
【００４０】
　図４は、Ｅ－ＵＭＴＳシステムで使用する物理チャネル構造の一例を示した図である。
物理チャネルは、時間軸上にある複数のサブフレームと、周波数軸上にある複数のサブキ
ャリア（Sub-carrier）とで構成される。ここで、一つのサブフレーム（Sub-frame）は、
時間軸上の複数のシンボル（Symbol）で構成される。一つのサブフレームは、複数のリソ
ースブロック（Resource Block）で構成され、一つのリソースブロックは、複数のシンボ
ル及び複数のサブキャリアで構成される。また、各サブフレームは、ＰＤＣＣＨ（Physic
al Downlink Control CHannel）、すなわち、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルのために、該当の
サブフレームの特定シンボル（例えば、１番目のシンボル）の特定サブキャリアを用いる
ことができる。図４には、Ｌ１／Ｌ２制御情報送信領域（ＰＤＣＣＨ）及びデータ領域（
ＰＤＳＣＨ）を示した。一実施例において、１０ｍｓの無線フレーム（radio frame）が
使用され、一つの無線フレームは１０個のサブフレーム（subframe）で構成される。また
、一つのサブフレームは二つの連続するスロットで構成される。一つのスロットの長さは
０．５ｍｓである。また、一つのサブフレームは複数のＯＦＤＭシンボルで構成され、複
数のＯＦＤＭシンボルのうち一部のシンボル（例えば、１番目のシンボル）は、Ｌ１／Ｌ
２制御情報を送信するために使用することができる。データ送信のための時間単位である
送信時間間隔（Transmission Time Interval；ＴＴＩ）は１ｍｓである。
【００４１】
　基地局と端末とは、一般に特定制御信号又は特定サービスデータを除いては、トランス
ポートチャネルであるＤＬ－ＳＣＨを用いる物理チャネルであるＰＤＳＣＨを介してデー
タを送信／受信する。ＰＤＳＣＨのデータがいずれの端末（一つ又は複数の端末）に送信
されるもので、上記各端末がどのようにＰＤＳＣＨデータを受信してデコード（decoding
）しなければならないかに関する情報などは、ＰＤＣＣＨに含まれて送信される。
【００４２】
　例えば、特定ＰＤＣＣＨが「Ａ」というＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identity
）でＣＲＣマスク（masking）されており、「Ｂ」という無線リソース（例えば、周波数
位置）及び「Ｃ」という送信形式情報（例えば、送信ブロックサイズ、変調方式、コーデ
ィング情報など）を用いて送信されるデータに関する情報が特定サブフレームを通じて送
信されると仮定する。この場合、セル内の端末は、自体が有しているＲＮＴＩ情報を用い
てＰＤＣＣＨをモニタし、「Ａ」というＲＮＴＩを有している一つ又は複数の端末がある
場合、上記各端末はＰＤＣＣＨを受信し、受信したＰＤＣＣＨの情報を通じて「Ｂ」及び
「Ｃ」によって指示されるＰＤＳＣＨを受信する。
【００４３】
　図５は、本発明の実施例に係る通信装置のブロック図である。
【００４４】
　図５に示された装置は、上述したメカニズムを行うように適応したユーザ装置（User E
quipment；ＵＥ）及び／又はｅＮＢであってもよいが、同じ作業を行う任意の装置であっ
てもよい。
【００４５】
　図５に示したように、装置は、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）／マイクロプロセ
ッサ１１０及びＲＦ（Radio Frequency）モジュール（送受信器；１３５）を含むことも
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できる。ＤＳＰ／マイクロプロセッサ１１０は、送受信器１３５に電気的に接続されて送
受信器１３５を制御する。装置は、設計者の選択によって、電力管理モジュール１０５、
バッテリ１５５、ディスプレイ１１５、キーパッド１２０、ＳＩＭカード１２５、メモリ
デバイス１３０、スピーカ１４５及び入力デバイス１５０をさらに含むこともできる。
【００４６】
　特に、図５は、ネットワークから要求メッセージを受信するように構成された受信器１
３５と、ネットワークに送／受信タイミング情報を送信するように構成された送信器１３
５と、を含む端末を示してもよい。このような受信器及び送信器は送受信器１３５を構成
できる。端末は、送受信器（受信器及び送信器、１３５）に接続されたプロセッサ１１０
をさらに含むこともできる。
【００４７】
　また、図５は、端末に要求メッセージを送信するように構成された送信器１３５、及び
端末から送受信タイミング情報を受信するように構成された受信器１３５を含むネットワ
ーク装置を示してもよい。送信器及び受信器は送受信器１３５を構成することもできる。
ネットワークは、送信器及び受信器に接続されたプロセッサ１１０をさらに含む。このプ
ロセッサ１１０は、送受信タイミング情報に基づいて遅延（latency）を計算することも
できる。
【００４８】
　図６は、同期非適応型（synchronous non-adaptive）ＵＬ　ＨＡＲＱ動作を例示する概
念図である。
【００４９】
　図６を参照すると、端末（ＵＥ）は複数のＨＡＲＱプロセスを有し、ＨＡＲＱプロセス
は同期方式で動作し得る。すなわち、それぞれのＨＡＲＱプロセスは、同期方式でそれぞ
れのＴＴＩに割り当てることができる。例えば、ＬＴＥシステムは、ＵＥが８個のＨＡＲ
Ｑプロセスを有すると仮定する。結果として、ＨＡＲＱプロセス＃１は第１ＴＴＩに割り
当てることができ、ＨＡＲＱプロセス＃２は第２ＴＴＩに割り当てることができ、…、Ｈ
ＡＲＱプロセス＃８は第８ＴＴＩに割り当てることができ、ＨＡＲＱプロセス＃１は第９
ＴＴＩに割り当てることができ、ＨＡＲＱプロセス＃２は第１０ＴＴＩに割り当てること
ができる。例えば、ＵＬグラントを含むＰＤＣＣＨが特定ＴＴＩで検出されると、ＨＡＲ
Ｑエンティティはデータ送信が行われなければならないＨＡＲＱプロセスを識別すること
ができ、ＵＬグラント情報が識別されたＨＡＲＱプロセスで送信することができる。例え
ば、図６から分かるように、ＵＬグラントを受信した無線フレーム（ｉ－１）のサブフレ
ーム＃７に関連付けられたＨＡＲＱプロセスが１に設定されると、ＵＬデータは無線フレ
ーム（ｉ）のサブフレーム＃１のＨＡＲＱプロセス＃１で送信することができ、８個のサ
ブフレームの経過後、無線フレーム（ｉ）のサブフレーム＃９のＨＡＲＱプロセス＃１で
再送信することができる。同期ＨＡＲＱ動作において、一つのＴＴＩに関連付けられたＨ
ＡＲＱプロセスが識別されると、同一のＨＡＲＱプロセスが対応するＴＴＩ（ＴＴＩ＋８
）に関連付けられることを認識することができる。同期ＨＡＲＱ動作の間、所定のＨＡＲ
Ｑプロセスが一つのＴＴＩに関連付けられると、そうでないと記述されない限り（unless
 otherwise mentioned）、同一のＨＡＲＱプロセスが該当のＴＴＩの経過後に第８、第１
６及び第２４ＴＴＩに関連付けられると仮定する。
【００５０】
　ステップ（Ｓ６０１）において、ＢＳ（又はｅＮＢ）はＵＬグラントをＵＥに送信し、
ＵＥは、Ｔｘバッファをフラッシュ（flush）し、Ｔｘバッファに新たなＵＬデータを格
納することができる。ステップ（Ｓ６０３）において、ＵＥは、ステップ（Ｓ６０１）で
受信したＵＬグラントに応答し、リソース及びＭＣＳ情報に基づいてＨＡＲＱプロセス＃
１でＵＬデータをＢＳ（又はｅＮＢ）に送信することができる。この例において、ＢＳ（
又はｅＮＢ）によって受信されたＵＬデータがデコーディングに失敗したと仮定し、ＢＳ
（又はｅＮＢ）は、ステップ（Ｓ６０５）でＵＬデータに応答してＮＡＣＫメッセージを
送信することができる。ＢＳ（又はｅＮＢ）からＮＡＣＫメッセージを受信すると、ＵＥ
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は、ステップ（Ｓ６０７）において以前に送信したＵＬデータを再送信することができる
。この場合、再送信は、ステップ（Ｓ６０３）においてＵＬデータ送信が行われたＨＡＲ
Ｑプロセス＃１で行うことができ、再送信を８ミリ秒の間隔で行うことができる。すなわ
ち、再送信が行われる時点は別に指定されず、再送信が所定の時間間隔で行われ、この動
作は同期ＨＡＲＱ動作に対応し得る。また、ＮＡＣＫメッセージを受信したＵＥは、別の
ＵＬグラントを受信せず、以前に受信されたＵＬグラントによって指定されたリソース、
ＭＣＳレベルなどをそのまま再送信に適用することができる。すなわち、再送信のための
新たなスケジューリング情報が与えられず、非適応型ＨＡＲＱ動作に対応し得る。再送信
されたＵＬデータを受信したＢＳは、再送信されたＵＬデータを以前に受信されたデータ
と結合し（組み合わせ）（combine）、結合した結果をデコードしようと試みる。この実
施例において、ＢＳがＵＬデータの受信及びデコーディングに成功したと仮定する。この
場合、ステップ（Ｓ６０９）において、ＢＳはＡＣＫメッセージをＵＥに送信することが
できる。図６において、本発明の説明の便宜とより良い理解のために、ＵＥがデータ送信
器で、ＢＳがデータ受信器で、ＵＥがＵＥからのＨＡＲＱフィードバック情報を受信する
アップリンク（ＵＬ）状況を仮定するが、ＢＳがＤＬデータを送信し、ＵＥがＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ情報をフィードバックする場合にもＨＡＲＱ動作を行うことができる。
【００５１】
　ＨＡＲＱ方式は、再送信時間に基づいて同期方式と非同期方式とに分類することができ
る。同期ＨＡＲＱ方式に従って、初期送信の失敗が発生すると、図６に示すように、シス
テムによって決定された特定時間に後続の再送信を行うことができる。一方、非同期ＨＡ
ＲＱ方式に従うと、再送信時間に関する情報を別にスケジュールすることができる。その
ため、ＮＡＣＫ信号に対応するパケットの再送信時間は、チャネル状態などの多様な条件
によって変更可能である。
【００５２】
　ＬＴＥ（－Ａ）システムにおいて、（ＵＬ　ＨＡＲＱプロセスの場合）、ＵＥがＵＬデ
ータをＢＳに送信する場合、ＢＳは所定の時点でＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を送信することが
でき、所定の時間間隔で再送信が行われ、この動作は同期ＨＡＲＱ動作に対応し得る。一
方、（ＤＬ　ＨＡＲＱプロセスの場合）ＢＳがＤＬデータをＵＥに送信する場合、ＵＥは
、非同期ＤＬ　ＨＡＲＱ動作を示すＤＣＩに含まれる情報に基づいてＡＣＫ／ＮＡＣＫ信
号を送信することができる。
【００５３】
　制御情報のフォーマットに関してＰＤＣＣＨ上で送信される制御情報は、ＤＣＩという
。ＰＤＣＣＨペイロードで運ばれる情報の構成は、ＤＣＩフォーマットによって変更可能
である。ＰＤＣＣＨペイロードは情報ビットである。表１は、ＤＣＩフォーマットによる
ＤＣＩを列挙する。
【００５４】
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【表１】

【００５５】
　表１を参照すると、ＤＣＩフォーマットは、ＰＵＳＣＨスケジューリングのためのフォ
ーマット０、単一コードワードＰＤＳＣＨスケジューリングのためのフォーマット１、コ
ンパクトな単一コードワードＰＤＳＣＨスケジューリングのためのフォーマット１Ａ、非
常にコンパクトなＤＬ－ＳＣＨスケジューリングのためのフォーマット１Ｃ、閉ループ空
間マルチプレキシングモードにおけるＰＤＳＣＨスケジューリングのためのフォーマット
２、開ループ空間マルチプレキシングモードにおけるＰＤＳＣＨスケジューリングのため
のフォーマット２Ａ、アップリンクチャネルに対する送信電力制御（ＴＰＣ）命令の送信
のためのフォーマット３／３Ａを含む。ＤＣＩフォーマット１Ａは、ＵＥの送信モードと
は関係なく、ＰＤＳＣＨスケジューリングのために利用可能である。
【００５６】
　特に、一つのＰＤＳＣＨのスケジューリングに使用されるＤＣＩフォーマット１は次の
情報を含む。表２は、ＤＣＩフォーマット１に含まれる情報を列挙する。
【００５７】
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【表２】

【００５８】
　表２を参照すると、ＤＬ　ＨＡＲＱプロセスの場合、フォーマット１を通じて送信され
たＤＣＩはＨＡＲＱプロセス番号を明示的に示す。非同期ＨＡＲＱ方式に従って、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号の送信及びＮＡＣＫ信号に対応するパケットの再送信時間は、ＨＡＲＱプ
ロセス番号に関する情報によって設定される。
【００５９】
　図７は、ＨＡＲＱ動作におけるＴＴＩバンドリングに関する図である。
【００６０】
　ＵＥがセルの良好でない（bad）カバレッジ内にある場合、ＵＥが電力の観点で制限さ
れるので、ＵＥは送信電力を増加させることができない。よって、ＵＥがセルエッジに近
接してＶｏＩＰなどのリアルタイム（real time）サービスを利用している場合、アップ
リンクカバレッジを向上させる方法が存在しなければならない。
【００６１】
　アップリンクカバレッジを向上させる方法の一つは、ＨＡＲＱプロセスにおけるＴＴＩ
バンドリングである。ＴＴＩバンドリングは、セルエッジ又は劣悪（貧弱）な無線条件（
poor radio conditions）でカバレッジを改善するＬＴＥの特徴（仕様）（feature）であ
る。ＵＥは、アップリンクで制限された電力を有し（ＬＴＥで２３ｄＢｍ）、これは、セ
ルエッジ（劣悪な無線）で多くの再送信をもたらし得る。再送信は、ＶｏＩＰなどの所定
のサービスには受け入れることが（not be acceptable）できない遅延及び制御プレーン
オーバーヘッドを意味する。ＴＴＩバンドリングを理解するために、ＨＡＲＱ及び送信時
間間隔（ＴＴＩ）の基本的な考え方（basic idea）を知る必要がある。
【００６２】
　ＨＡＲＱプロセスは既に記述しており、ＴＴＩは、ｅＮＢがアップリンク又はダウンリ
ンク送信のために任意のユーザをスケジュールできる最も小さいＬＴＥ時間単位である。
ユーザがダウンリンクデータを受信している場合、各１ｍｓの間、ｅＮＢはリソースを割
り当て、ユーザにＰＤＣＣＨチャネルを介して自体のダウンリンクデータを探す場所を知
らせる。ＴＴＩの概念を理解するためには、次の図面（figure）を確認すればよい。
【００６３】
　アップリンクが設定されたそれぞれのサービングセルに対してＵＥに一つのＨＡＲＱエ
ンティティが存在し、このＨＡＲＱエンティティが並行する複数のＨＡＲＱプロセスを維
持することによって、以前の送信に対する受信が成功したか否かに関するＨＡＲＱフィー
ドバックを待ちながら送信を継続して行うことができる（There is one HARQ entity at 
the UE for each Serving Cell with configured uplink, which maintains a number of
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 waiting for the HARQ feedback on the successful or unsuccessful reception of pr
evious transmissions）。物理層がアップリンク空間マルチプレキシングのために構成さ
れる場合、所与のＴＴＩに関連付けられた２個のＨＡＲＱプロセスが存在する。そうでな
い場合、所与のＴＴＩに関連付けられた一つのＨＡＲＱプロセスが存在する。
【００６４】
　所与のＴＴＩにおいて、このＴＴＩに対してアップリンクグラントが指示されると、Ｈ
ＡＲＱエンティティは、送信が発生しなければならないＨＡＲＱプロセスを識別する。ま
た、物理層によってリレーされて受信したＨＡＲＱフィードバック（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情
報）、ＭＣＳ及びリソースを適切なＨＡＲＱプロセスにルーティングする。
【００６５】
　図７に関して、ＴＴＩバンドリングが構成されると、パラメータ（ＴＴＩ＿ＢＵＮＤＬ
Ｅ＿ＳＩＺＥ）はＴＴＩバンドルのＴＴＩの数を提供する。ＴＴＩバンドリング動作は、
同一のバンドルの一部である各送信のための同一のＨＡＲＱプロセスを起動する（invoke
）ＨＡＲＱエンティティに依存する。バンドル内で、ＨＡＲＱ再送信は非適応的であり、
ＴＴＩ＿ＢＵＮＤＬＥ＿ＳＩＺＥによって以前の送信からのフィードバックを待たずにト
リガされる（７１０）。バンドルのＨＡＲＱフィードバックは、（例えば、測定ギャップ
が発生するとき）、そのＴＴＩで送信が発生するか否かとは関係なく、バンドルの最後の
ＴＴＩ（すなわち、ＴＴＩ＿ＢＵＮＤＬＥ＿ＳＩＺＥに対応するＴＴＩ）の間だけバンド
ルのＨＡＲＱフィードバックが受信される（Ｓ７０３）。
【００６６】
　ＴＴＩバンドリング手続は、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉ
ｏｎメッセージを通じて構成される。
【００６７】
　ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、ＲＲＣ接
続を変更することを指示する命令であって、測定設定（measurement configuration）、
モビリティ制御、任意の関連付けられた専用ＮＡＳ情報及びセキュリティ設定を含む（Ｒ
Ｂ、ＭＡＣメイン設定及び物理チャネル設定を含む）無線リソース設定のための情報を伝
達することができる。ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッ
セージが送信されるシグナリング無線ベアラはＳＲＢ１で、論理チャネルはＤＣＣＨで、
ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージが送信される方
向はＥ－ＵＴＲＡＮからＵＥへである。
【００６８】
　ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、次のよう
な情報を含む。
【００６９】
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【数１】

【００７０】
　ＲａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄの情報がＲＲＣＣｏｎｎ
ｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージに含まれる。ＲａｄｉｏＲｅｓ
ｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄは、ＲＢをセットアップ／変更／解放（リリ
ース）し（release）、ＭＡＣメイン設定を変更し、ＳＰＳ設定を変更し、専用物理設定
を変更するのに使用される。
【００７１】
　ＲａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ情報は、次のような要素
を含む。
【００７２】
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【００７３】
　とりわけ、ｍａｃ－ＭａｉｎＣｏｎｆｉｇの情報がＲａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎ
ｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ情報要素に含まれる。ｍａｃ－ＭａｉｎＣｏｎｆｉｇは、シグ
ナリング及びデータ無線ベアラのためのＭＡＣメイン設定を特定するのに使用される。
【００７４】
　ｍａｃ－ＭａｉｎＣｏｎｆｉｇ情報は、次のような要素を含む。
【００７５】
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【数３】

【００７６】
　結論として、ｔｔｉＢｕｎｄｌｉｎｇの情報がｍａｃ－ＭａｉｎＣｏｎｆｉｇ情報要素
に含まれる。「Ｔｕｒｅ（Ｔｒｕｅ）」の指示は、ＴＴＩバンドリングが動作可能である
ことを示す。「ＦＡＬＳＥ」の指示は、ＴＴＩバンドリングが動作不能であることを意味
する。ＴＴＩバンドリングは、設定０、１及び６に対してのみＦＤＤ及びＴＤＤに対して
動作可能である。ＴＤＤに対して、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、この仕様のリリースでＴＴＩバン
ドリングとセミパーシステント（半永久的な）スケジューリング（semi-persistent sche
duling）とを同時に行うことができない。また、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、ＴＴＩバンドリング
とアップリンクが設定されたＳＣｅｌｌとを同時に設定しない。
【００７７】
　図８は、キャリアアグリゲーション（carrier aggregation）に関する図である。
【００７８】
　複数のキャリアをサポートするキャリアアグリゲーション技術は、次のように図８を参
照して説明する。上述したように、キャリアアグリゲーションにより、レガシ無線通信シ
ステム（例えば、ＬＴＥシステム）で定義された帯域幅単位（例えば、２０ＭＨｚ）の最
大５個のキャリア（コンポーネントキャリア（ＣＣ））をバンドルする方式でシステム帯
域幅を最大１００ＭＨｚまでサポートすることができる。キャリアアグリゲーションに使
用されるコンポーネントキャリアは、帯域幅サイズにおいて互いに同一であるか異なり得
る。コンポーネントキャリアのそれぞれは、異なる周波数帯域（又は中心周波数）を有す
ることができる。コンポーネントキャリアは、連続的な周波数帯域上に存在し得る。非連
続的な周波数帯域上に存在するコンポーネントキャリアは、キャリアアグリゲーションに
使用することができる。キャリアアグリゲーション技術において、アップリンク及びダウ
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ンリンクの帯域幅サイズを対称的に又は非対称的に割り当てることができる。
【００７９】
　キャリアアグリゲーションに使用される複数のキャリア（コンポーネントキャリア）は
、ＰＣＣ（Primary Component Carrier）とＳＣＣ（Secondary Component Carrier）とに
分類することができる。ＰＣＣはＰセル（プライマリセル）といい、ＳＣＣはＳセル（セ
カンダリセル）という。プライマリコンポーネントキャリアは、端末とトラフィック及び
制御シグナリングを交換するために基地局によって使用されるキャリアである。この場合
、制御シグナリングは、コンポーネントキャリアの追加、プライマリコンポーネントキャ
リアに関する設定、アップリンク（ＵＬ）グラント、ダウンリンク（ＤＬ）割り当てなど
を含むことができる。基地局が複数のコンポーネントキャリアを使用できるとしても、該
当の基地局に属する端末は、一つのプライマリコンポーネントキャリアのみを有するよう
に設定することができる。端末が単一キャリアモードで動作する場合、プライマリコンポ
ーネントキャリアが使用される。そのため、独立して使用されるように、プライマリコン
ポーネントキャリアは、基地局と端末との間のデータ及び制御シグナリング交換のための
全ての要求事項を満たすように設定されなければならない。
【００８０】
　一方、セカンダリコンポーネントキャリアは、送受信されるデータの要求されるサイズ
によって活性化又は非活性化できる追加のコンポーネントキャリアを含むことができる。
セカンダリコンポーネントキャリアは、基地局から受信した特定命令及び規則に従って使
用されるように設定することができる。追加の帯域幅をサポートするために、セカンダリ
コンポーネントキャリアは、プライマリコンポーネントキャリアと共に使用されるように
設定することができる。活性化されたコンポーネントキャリアを通じて、ＵＬグラント、
ＤＬ割り当てなどの制御信号を基地局から端末が受信することができる。活性化されたコ
ンポーネントキャリアを通じて、ＣＱＩ（Channel Quality Indicator）、ＰＭＩ（Preco
ding Matrix Index）、ＲＩ（Rank Indicator）、ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）
などのＵＬ制御信号を端末から基地局に送信することができる。
【００８１】
　端末へのリソース割り当ては、プライマリコンポーネントキャリア及び複数のセカンダ
リコンポーネントキャリアの範囲を有することができる。マルチキャリアアグリゲーショ
ンモードにおいて、システムロード（すなわち、静的／動的ロードバランス（static/dyn
amic load balancing））、ピークデータレート又はサービス品質要求事項に基づいて、
システムは、セカンダリコンポーネントキャリアをＤＬ及び／又はＵＬに非対称的に割り
当てることができる。キャリアアグリゲーション技術の使用において、コンポーネントキ
ャリアの設定は、ＲＲＣ接続手続後、基地局によって端末に提供することができる。この
場合、ＲＲＣ接続は、ＳＲＢを通じてネットワークと端末のＲＲＣ層との間で交換された
ＲＲＣシグナリングに基づいて無線リソースが端末に割り当てられることを意味し得る。
端末と基地局との間のＲＲＣ接続手続の完了後、基地局によってプライマリコンポーネン
トキャリア及びセカンダリコンポーネントキャリアに関する設定情報を端末に提供するこ
とができる。セカンダリコンポーネントキャリアに関する設定情報は、セカンダリコンポ
ーネントキャリアの追加／削除（又は活性化／非活性化）を含むことができる。そのため
、基地局と端末との間のセカンダリコンポーネントキャリアを活性化したり、以前のセカ
ンダリコンポーネントキャリアを非活性化するために、ＲＲＣシグナリング及びＭＡＣ制
御要素の交換を行う必要がある。
【００８２】
　セカンダリコンポーネントキャリアの活性化又は非活性化は、ＱｏＳ（Quality of Ser
vice）、キャリアの負荷（ロード）条件（load condition）及び他の因子に基づいて基地
局によって決定される。基地局は、ＤＬ／ＵＬのための指示タイプ（類型）（type）（活
性化／非活性）、セカンダリコンポーネントキャリアリストなどの情報を含む制御メッセ
ージを用いて、セカンダリコンポーネントキャリアを設定するように端末に命令すること
ができる。
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【００８３】
　上述したように、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセ
ージは、ＲＲＣ接続を変更するのに使用される。ＵＥが一つ又は複数のＳｃｅｌｌを追加
又は変更しなければならない場合、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａ
ｔｉｏｎメッセージが使用される。
【００８４】
　ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、次のよう
な情報をさらに含む。
【００８５】
【数４】

【００８６】
　ＵＥは、現在のＵＥ設定の一部でないｓＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ内に含まれ
るそれぞれのｓＣｅｌｌＩｎｄｅｘ値に対して受信したｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏ
ｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎＳＣｅｌｌ及びｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉ
ｃａｔｅｄＳＣｅｌｌによってｃｅｌｌＩｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎに対応するＳＣｅ
ｌｌを追加することができる（ＳＣｅｌｌ追加）。そして、ＵＥは下位層を設定し、ＳＣ
ｅｌｌが非活性化状態にあると見なすことができる。
【００８７】
　ＵＥは、現在のＵＥ設定の一部であるｓＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ内に含まれ
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るそれぞれのｓＣｅｌｌＩｎｄｅｘ値に対して受信したｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏ
ｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄＳＣｅｌｌによってＳＣｅｌｌ設定を変更することができる
（ＳＣｅｌｌ変更）。
【００８８】
　図９は、ＲＲＣ接続再設定動作に関する図である。
【００８９】
　ＵＥがＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを受信
し、Ｅ－ＵＴＲＡＮからのＲＲＣ接続を変更すると（Ｓ９０１）、ＵＥは、ＵＥがＲＲＣ
ＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージに含まれる設定に適合
できる（comply with）か否かを決定する（Ｓ９０３）。ＵＥがＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉ
ｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージに含まれる設定に適合できる場合、ＵＥ
は、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージが有効であ
ると見なし、ＵＥは、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッ
セージに含まれた設定で設定される（Ｓ９０５）。
【００９０】
　ＵＥがＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージに含ま
れる設定に適合できない場合、ＵＥは、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎメッセージの受信前に使用された設定を継続して用いる。セキュリティが活
性化されない場合、他の解放の原因で（with release cause other）ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥ
ＣＴＥＤを離れるときの動作を行う（Ｓ９０９）。又は、ＵＥは、接続再設定手続が終了
する接続再確立手続を開始する（Ｓ９１１）。
【００９１】
　ＵＥは、ＡＳセキュリティが活性化されているときにのみ手続を開始する。ＵＥは、次
の条件、すなわち、ｉ）無線リンク検出に失敗（不良）（failure）したとき、ｉｉ）ハ
ンドオーバに失敗したとき、ｉｉｉ）Ｅ－ＵＴＲＡからのモビリティに失敗したとき、ｉ
ｖ）下位層から完全性チェックの失敗を指示されたとき、及びｖ）ＲＲＣ接続再設定に失
敗したときのうちいずれか一つを満たすときに手続を開始する。
【００９２】
　図１０は、マスターセルグループ（Master Cell Group；ＭＣＳ）とセカンダリセルグ
ループ（Secondary Cell Group；ＳＣＧ）との間のデュアル接続に関する概念図である。
【００９３】
　デュアル接続は、ＵＥがＭｅＮＢ（Master e Node-B）及びＳｅＮＢ（Secondary eNode
-B）に同時に接続できることを意味する。ＭＣＧは、ＭｅＮＢに関連付けられたサービン
グセルのグループであり、ＰＣｅｌｌ及びオプションの（任意選択の）（optionally）一
つ又は複数のＳＣｅｌｌで構成される。ＳＣＧは、ＳｅＮＢに関連付けられたサービング
セルのグループであり、スペシャル（特殊）（special）ＳＣｅｌｌ及びオプションの一
つ又は複数のＳＣｅｌｌで構成される。ＭｅＮＢは、少なくともＳ１－ＭＭＥ（制御プレ
ーンのためのＳ１）の終端となる（で終了する）ｅＮＢであり（The MeNB is an eNB whi
ch terminates at least Sl-MME (SI for the control plane)）、ＳｅＮＢは、ＵＥに追
加の無線リソースを提供するが、ＭｅＮＢではないｅＮＢである。
【００９４】
　デュアル接続は、ＵＥに複数のサービングセルが設定されるキャリアアグリゲーション
の一種である。しかし、図８のキャリアアグリゲーションをサポートする全てのサービン
グセルが、同一のｅＮＢによってサービスを提供（サーブ）される（served）場合とは違
い、図１０のデュアル接続をサポートする全てのサービングセルは、同時にそれぞれ異な
るｅＮＢによってサービスを提供される。ＵＥが同時に異なるｅＮＢと接続するので、異
なるｅＮＢは非理想的バックホールインタフェースを介して接続される。
【００９５】
　デュアル接続によって、データ無線ベアラ（ＤＲＢ）の一部はＳＣＧにオフロード（of
fload）され、ＭＣＧにおいてスケジューリング無線ベアラ（ＳＲＢ）又は他のＤＲＢを
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維持し、ハンドオーバの可能性を減少させながら高いスループットを提供することができ
る。ＭＣＧは、ｆ１の周波数を通じてＭｅＮＢによって動作し、ＳＣＧは、ｆ２の周波数
を通じてＳｅＮＢによって動作する。周波数（ｆ１及びｆ２）は同一であり得る。ＭｅＮ
ＢとＳｅＮＢとの間のバックホールインタフェース（ＢＨ）は非理想的（例えば、Ｘ２イ
ンタフェース）であり、これは、バックホールに相当な遅延があるため、一つのノードに
集中した（centralized）スケジューリングが可能でないことを意味する。
【００９６】
　図１１Ａは、所定のＵＥに対するデュアル接続に関わる（involved in）ｅＮＢのＣプ
レーン（Control Plane）接続に関する概念図である。ＭｅＮＢは、Ｓ１－ＭＭＥを介し
てＭＭＥに接続されたＣプレーンであり、ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢはＸ２－Ｃ（Ｘ２－制御
プレーン）を通じて相互接続される。図１１Ａに示したように、デュアル接続のためのｅ
ＮＢ間の制御プレーンシグナリングは、Ｘ２インタフェースシグナリングによって行われ
る。ＭＭＥに向かう制御プレーンシグナリングは、Ｓ１インタフェースシグナリングによ
って行われる。ＭｅＮＢとＭＭＥとの間には、ＵＥごとに一つのＳ１－ＭＭＥ接続が存在
する。それぞれのｅＮＢは、独立してＵＥを扱え（ハンドルでき）（handle）なければな
らない、すなわち、一部のＵＥにＰＣｅｌｌを提供しながら他のＵＥにＳＣＧのためのＳ
Ｃｅｌｌを提供しなければならない。所定のＵＥに対するデュアル接続に関わるそれぞれ
のｅＮＢは、自体の無線リソースを所有し、基本的にそのセルの無線リソース割り当てに
対する責任を有し、ＭｅＮＢとＳｅＮＢとの間のそれぞれの調整（coordination）がＸ２
インタフェースシグナリングによって行われる。
【００９７】
　図１１Ｂは、所定のＵＥに対するデュアル接続に関わるｅＮＢのＵプレーン（User Pla
ne）接続に関する概念図である。Ｕプレーン接続は、設定されたベアラオプション、すな
わち、ｉ）ＭＣＧベアラに対して、ＭｅＮＢはＳ１－Ｕを介してＳ－ＧＷに接続されたＵ
プレーンであり、ＳｅＮＢはユーザプレーンデータの送信に関わっておらず、ｉｉ）スプ
リット（split）ベアラに対して、ＭｅＮＢはＳ１－Ｕを介してＳ－ＧＷに接続されたＵ
プレーンであり、ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢはＸ２－Ｕを介して相互接続され、ｉｉｉ）ＳＣ
Ｇベアラに対して、ＳｅＮＢがＳ１－Ｕを介してＳ－ＧＷに直接接続されることに依存す
る。ＭＣＧ及びスプリットベアラのみが設定されると、ＳｅＮＢにはＳ１－Ｕの終端（te
rmination）がない。デュアル接続において、マクロセルのグループからスモールセルの
グループへのデータオフロードのためにスモールセルの拡張（向上）（enhancement）が
要求される。スモールセルはマクロセルから離れて（apart from）配置できるので、複数
のスケジューラが異なるノードに個別的に位置し、ＵＥの観点で独立して動作し得る。こ
れは、異なるスケジューリングノードが異なる無線リソース環境に遭遇する（encounter
）ことができることを意味し、そのため、それぞれのスケジューリングノードは異なるス
ケジューリングの結果を有することができる。
【００９８】
　図１２は、デュアル接続のための無線プロトコルアーキテクチャに関する概念図である
。
【００９９】
　本実施例のＥ－ＵＴＲＡＮは、デュアル接続動作をサポートし、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣ
ＴＥＤにおける複数の受信／送信（ＲＸ／ＴＸ）ＵＥ）が、Ｘ２インタフェースを介して
非理想的バックホールを通じて接続された２個のｅＮＢ（又は基地局）に位置する２個の
個別のスケジューラによって提供された無線リソースを利用するように構成される。所定
のＵＥに対するデュアル接続に関わるｅＮＢは２個の異なる役割を想定できるが、ｅＮＢ
はＭｅＮＢ又はＳｅＮＢとして動作し得る。デュアル接続において、ＵＥは、一つのＭｅ
ＮＢ及び一つのＳｅＮＢに接続できる。
【０１００】
　デュアル接続動作において、特定ベアラが使用する無線プロトコルアーキテクチャは、
ベアラをどのようにセットアップするかに依存する。３個の代案、すなわち、ＭＣＧベア
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ラ１２０１、スプリットベアラ１２０３及びＳＣＧベアラ１２０５が存在する。これらの
３個の代案は、図１２に示される。ＳＲＢ（Signaling Radio Bearer）は常にＭＣＧベア
ラであり、そのため、ＭｅＮＢによって提供された無線リソースのみを使用する。ＭＣＧ
ベアラ１２０１は、ＭｅＮＢにのみ位置し、デュアル接続でのみＭｅＮＢリソースを使用
する無線プロトコルである。ＳＣＧベアラ１２０５は、ＳｅＮＢにのみ位置し、デュアル
接続でＳｅＮＢリソースを使用する無線プロトコルである。
【０１０１】
　特に、スプリットベアラ１２０３は、ＭｅＮＢ及びＳｅＮＢの両方に位置し、デュアル
接続でＭｅＮＢ及びＳｅＮＢリソースを利用する無線プロトコルであり、スプリットベア
ラ１２０３は、一方向に対して一つのＰＤＣＰ（Packet Data Convergence Protocol）エ
ンティティ、２個のＲＬＣ（Radio Link Control）エンティティ及び２個のＭＡＣ（Medi
um Acess Control）エンティティを含む無線ベアラであり得る。特に、デュアル接続動作
は、ＳｅＮＢによって提供された無線リソースを利用するように構成された少なくとも一
つのベアラを有すると記載することができる。
【０１０２】
　デュアル接続において、２個のＭＡＣエンティティ、すなわち、ＭＣＧのためのエンテ
ィティ及びＳＣＧのためのエンティティがＵＥに設定される。それぞれのＭＡＣエンティ
ティはＲＲＣによって設定され、サービングセルは、ＰＵＣＣＨ送信及びコンテンション
ベース（競争基盤）のランダムアクセス（contention based random access）をサポート
する。「ＳｐＣｅｌｌ」という用語はこのようなセルを称し、「ＳＣｅｌｌ」という用語
は他のサービングセルを称する。「ＳｐＣｅｌｌ」という用語は、ＭＡＣエンティティが
ＭＣＧに関連付けられるか又はＳＣＧに関連付けられるかによって、それぞれ、ＭＣＧの
ＰＣｅｌｌ又はＳＣＧのＰＣｅｌｌを称する。ＭＡＣエンティティのＳｐＣｅｌｌを含む
タイミングアドバンスグループ（Timing Advance Group）はｐＴＡＧというが、「ｓＴＡ
Ｇ」という用語は他のＴＡＧを称する。
【０１０３】
　ＵＥ内の異なるＭＡＣエンティティの機能は、そうでないと（異なる形で）指示されな
い限り（if not otherwise indicated）、独立して動作する。それぞれのＭＡＣエンティ
ティで使用されるタイマ及びパラメータは、そうでないと指示されない限り、独立して設
定される。それぞれのＭＡＣエンティティによって考慮されるサービングセル、Ｃ－ＲＮ
ＴＩ、無線ベアラ、論理チャネル、上位及び下位層エンティティ、ＬＣＧ及びＨＡＲＱエ
ンティティは、そうでないと指示されない限り、そのＭＡＣエンティティにマッピングさ
れたものを称する。
【０１０４】
　上述したＴＴＩバンドリングは、制限されたアップリンク送信電力を有するＵＥ、すな
わち、主にセルのエッジに近接したＵＥのために（for the UE near to the edge of a c
ell）アップリンクカバレッジを増加させるためのものである。キャリアアグリゲーショ
ン（ＣＡ）は、ＵＥ、すなわち、一般に、セルの良好なカバレッジ内のＵＥによってスル
ープットを増加させるためのものである。よって、ＴＴＩバンドリング及びＣＡは同時に
使用される可能性がない。また、ＴＴＩバンドリングが複数のセルのためにサポートされ
る場合、ＳＣｅｌｌが動的に活性化／非活性化されるので、ＨＡＲＱ動作は複雑になる。
そのため、現在のＭＡＣ仕様において、ＵＥが、アップリンクが設定された一つ又は複数
のＳＣｅｌｌで設定される場合、ＴＴＩバンドリングはサポートされない。
【０１０５】
　しかし、デュアルモードにおいて、ＵＥが２個の異なるｅＮＢに接続されるので、ＵＥ
は、一つのセル、例えば、ＳＣＧ　ＳＣｅｌｌの良好なカバレッジ内にあり、他のセル、
例えば、ＭＣＧ　ＰＣｅｌｌのエッジにあり得る。そうすると、ＵＥは、ＭｅＮＢからの
劣悪なサービス品質を経験し得る。現在のＭＡＣ仕様が単にデュアル接続に拡張されると
、ＳＣＧ　ＳＣｅｌｌがＳＣｅｌｌであるので、ＴＴＩバンドリングはデュアル接続でサ
ポートされない。
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【０１０６】
　ＴＴＩバンドリングをサポートせず、一つのセルのアップリンクカバレッジを増加させ
るために、ＵＥは、対応するｅＮＢへのデータ送信のための送信電力を増加できるが、Ｕ
Ｅが制限された電力で複数のセルと通信しなければならないので、このアプローチは、デ
ュアル接続のＵＥにとって好ましくないか、不可能である。代案として、ＭＡＣ層におけ
るＨＡＲＱ再送信又はＲＬＣ層における再セグメンテーション（re-segmentation）を使
用できるが、遅延のため、リアルタイムサービスに対しては好ましくない場合がある。
【０１０７】
　そのため、デュアル接続のＵＥが一つのｅＮＢの良好でないカバレッジに入り込み、ｅ
ＮＢからのリアルタイムサービスを望む場合、ｅＮＢ下のセルのアップリンクカバレッジ
を増加させるためにｅＮＢに向かってＴＴＩバンドリングがサポートされる必要がある。
従来、ＵＥが一つ又は複数のＳＣｅｌｌで設定される場合、ＵＥが一つのセルに対してＴ
ＴＩバンドリングを用いるメカニズムはない。
【０１０８】
　図１３は、本発明の一実施例に係る複数のキャリアを有する端末がＴＴＩバンドリング
を設定する方法に関する概念図である。
【０１０９】
　この発明によると、端末にアップリンクが設定された一つ又は複数のセルが設定された
場合、端末は、一つの基地局に属するアップリンクが設定されたセルが一つのみである限
り、対応する基地局に対するＴＴＩバンドリング設定を維持することができる（the UE c
an support TTI bundling for a base station (BS) as long as there is only one cel
l with configured uplink belonging to the BS）ことを提案する。
【０１１０】
　端末が第１基地局に接続されている（Ｓ１３０１）。このとき、端末は、第１基地局に
属するアップリンクが設定された第１セルで設定される。端末は、第１基地局又は第１セ
ルに対して動作可能にされる（イネーブルされる）（enabled for）ＴＴＩバンドリング
で設定される（Ｓ１３０３）。この場合、端末は、第１基地局に対して又は第１セルを用
いてＴＴＩバンドリングを行うことができる。
【０１１１】
　好ましくは、第１セルはＰＣｅｌｌ又はＳＣｅｌｌになり得る。デュアル接続の状況で
、第１基地局はＭｅＮＢに、第２基地局はＳｅＮＢになり、一方、第１基地局がＳｅＮＢ
に、第２基地局はＭｅＮＢになり得る。
【０１１２】
　端末は、第２基地局に属するアップリンクが設定された第２セルを設定することを指示
するメッセージを受信する（Ｓ１３０５）。
【０１１３】
　好ましくは、第２セルはＳＣｅｌｌになり得る。
【０１１４】
　好ましくは、このメッセージは、ＲＲＣ接続再設定（再構成）（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージである。ＲＲＣ接続再設定メッセー
ジは、ＲＲＣ接続を修正するための要求メッセージであって、測定構成情報、モビリティ
制御情報、関連する専用ＮＡＳ情報、セキュリティ構成情報を含む無線リソース構成情報
（無線ベアラ、ＭＡＣ構成情報、物理層構成情報を含む）を運ぶ。ＲＲＣ接続再設定メッ
セージを送信するシグナリング無線ベアラはＳＲＢ１であり、論理チャネルとしてはＤＣ
ＣＨを使用し、送信方向はＥ－ＵＴＲＡＮから端末へである。
【０１１５】
　好ましくは、このメッセージは、新たに設定しようとするセル識別子（ＩＤ）、設定さ
れるセルが属する基地局識別子（ＩＤ）を含むことができる。
【０１１６】
　端末が第１基地局に属するアップリンクが設定された第１セルで設定され、第１セルに
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ＴＴＩバンドリングが設定されている場合、端末が、第２基地局に属するアップリンクが
設定された第２セルを設定することを指示するメッセージを受信したとき、端末は、第１
基地局と第２基地局とが同一の基地局であるか否かを判断する（Ｓ１３０７）。
【０１１７】
　このとき、第１基地局と第２基地局とが異なる場合、端末は、Ｓ１３０５で受信したメ
ッセージを有効なものと見なし、ＵＥは、第２基地局に関する第２セルを設定し、第１基
地局に対するＴＴＩバンドリングの使用を維持する（The UE configures the second cel
l for the second BS and the UE keeps using TTI bundling for the first BS）（Ｓ１
３０９）。
【０１１８】
　一方、第１基地局と第２基地局とが同一である場合、二つの場合が可能である。まず、
Ｓ１３０５で受信したメッセージを無効なものと見なす場合、端末はＲＲＣ接続再設定（
再構成）（復旧）手続（RRC Connection Reconfiguration procedure）を開始し、端末は
、第１基地局にＲＲＣ接続設定の失敗を知らせる（Ｓ１３１１）。すなわち、端末がＲＲ
Ｃ接続再設定メッセージに含まれた構成に適合できない場合、端末は接続再設定手続の終
了時点で接続再確立（復旧）手続を開始するからである（Because, if the UE is not ab
le to comply with configuration included in the RRCConnectionReconfiguration mes
sage, the UE initiate the connection re-establishment procedure upon which the c
onnection reconfiguration procedure ends）。
【０１１９】
　他の場合として、Ｓ１３０５で受信したメッセージを有効なものと見なす場合、端末は
、第１基地局に対して第２セルを新たに設定する。また、端末は、自動的に第１基地局に
対するＴＴＩバンドリングを動作不能にする（ディセーブル）（disables）。また、端末
は、第１基地局にＴＴＩバンドリングを動作不能にしたこと（disabling TTI bundling）
を知らせる（Ｓ１３１３）。
【０１２０】
　図１４は、本発明の一実施例に係る複数のキャリアを有する端末がＴＴＩバンドリング
を設定する方法に関する概念図である。
【０１２１】
　本発明は、端末が第１基地局と第２基地局とに同時に接続された状態を前提とする（Ｓ
１４０１）。もちろん、第１基地局と第２基地局とは互いに同一であってもよく、異なっ
てもよい。
【０１２２】
　端末は、第１基地局に属するアップリンクが設定された第１セルと、第２基地局に属す
るアップリンクが設定された第２セルとを全て設定（構成）する（configure）（Ｓ１４
０３）。
【０１２３】
　好ましくは、第１セルはＰＣｅｌｌ又はＳＣｅｌｌであり、第２セルはＳＣｅｌｌであ
り得る。デュアル接続の状況において、第１基地局はＭｅＮＢに、第２基地局はＳｅＮＢ
になり、一方、第１基地局がＳｅＮＢに、第２基地局はＭｅＮＢになり得る。
【０１２４】
　端末は、基地局から第１セルに対してＴＴＩバンドリングを設定することを指示するメ
ッセージを受信する（Ｓ１４０５）。
【０１２５】
　好ましくは、このメッセージは、ＲＲＣ接続再設定（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅ
ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージである。ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＲＲ
Ｃ接続を修正するための要求メッセージであって、測定構成情報、モビリティ制御情報、
関連する専用ＮＡＳ情報、セキュリティ構成情報を含む無線リソース構成情報（無線ベア
ラ、ＭＡＣ構成情報、物理層構成情報を含む）を運ぶ。ＲＲＣ接続再設定メッセージを送
信するシグナリング無線ベアラはＳＲＢ１であり、論理チャネルとしてはＤＣＣＨを使用
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し、送信方向はＥ－ＵＴＲＡＮから端末へである。
【０１２６】
　好ましくは、このメッセージは、ＴＴＩバンドリングが設定されるセルを示すセル識別
子（ＩＤ）、及びＴＴＩバンドリングが設定される基地局を示す基地局識別子（ＩＤ）を
含むことができる。
【０１２７】
　端末が第１基地局に属する第１セルに対してＴＴＩバンドリングを設定することを指示
するメッセージを受信した場合、端末は、第１基地局と第２基地局とが同一であるか否か
を判断する（Ｓ１４０７）。
【０１２８】
　このとき、第１基地局と第２基地局とが異なる場合、端末は、Ｓ１４０５で受信したメ
ッセージを有効なメッセージであると見なし、端末は、該当のメッセージによって第１セ
ルに対してＴＴＩバンドリングを設定する（Ｓ１４０９）。
【０１２９】
　一方、第１基地局と第２基地局とが同一である場合、端末は、Ｓ１４０５で受信したメ
ッセージを無効なものと判断し、端末はＲＲＣ接続再設定手続を開始し、設定の失敗を第
１基地局に知らせる（Ｓ１４１１）。すなわち、端末がＲＲＣ接続再設定メッセージに含
まれた構成に適合できないので、端末は接続再設定手続の終了時点で接続再確立手続を開
始するからである（Because, if the UE is not able to comply with configuration in
cluded in the RRCConnectionReconfiguration message, the UE initiate the connecti
on re-establishment procedure upon which the connection reconfiguration procedur
e ends）。
【０１３０】
　本発明の思想又は範囲から逸脱することなく、本発明の多様な変形及び変更が可能であ
ることは当業者にとって自明である。よって、本発明は、添付の特許請求の範囲及びその
同等物の範囲内で提供される本発明の変形及び変更をカバーするものと意図される。
【０１３１】
　以上で説明された実施例は、本発明の構成要素と特徴とが所定の形態で結合され（組み
合わせられ）たものである。各構成要素又は特徴は、別の明示的な言及がない限り、選択
的なものとして考慮しなければならない。各構成要素又は特徴は、他の構成要素や特徴と
結合されていない形態で実施されてもよい。また、一部の構成要素及び／又は特徴を結合
して本発明の実施例を構成することもできる。本発明の実施例で説明される動作の順序は
変更されてもよい。ある実施例の一部の構成や特徴は、他の実施例に含まれてもよく、又
は、他の実施例の対応する構成又は特徴に置き換えられてもよい。特許請求の範囲におい
て明示的な引用関係にない請求項を結合して実施例を構成したり、出願後の補正によって
新たな請求項として含めたりできるということは明らかである。
【０１３２】
　本発明の実施例において、基地局（ＢＳ）によって行われると説明された特定の動作は
、上位ノードのＢＳによって行われてもよい。ＢＳを含む複数のネットワークノードで、
ＭＳとの通信のために行われる様々な動作が、基地局によって行われたり、基地局以外の
他のネットワークノードによって行われ得ることは明らかである。「ｅＮＢ」は、「固定
局（fixed station）」、「ＮｏｄｅＢ」、「基地局（ＢＳ）」、アクセスポイントなど
の用語に代替されてもよい。
【０１３３】
　上述した実施例は、例えば、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア又はこれら
の組み合わせのような様々な手段によって具現されてもよい。
【０１３４】
　ハードウェアの設定において、本発明の実施例に係る方法は、一つ又は複数のＡＳＩＣ
ｓ（Application Specific Integrated Circuits）、ＤＳＰｓ（Digital Signal Process
ors）、ＤＳＰＤｓ（Digital Signal Processing Devices）、ＰＬＤｓ（Programmable L
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ogic Devices）、ＦＰＧＡｓ（Field Programmable Gate Arrays）、プロセッサ、コント
ローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサなどによって具現されてもよい。
【０１３５】
　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の一実施例は、以上で説明さ
れた機能又は動作を行うモジュール、手順、関数などの形態で具現されてもよい。ソフト
ウェアコードは、メモリユニット（デバイス）に格納され、プロセッサによって駆動され
得る。上記メモリユニットは、上記プロセッサの内部又は外部に位置して、公知の様々な
手段によって上記プロセッサとデータを交換することができる。
【０１３６】
　本発明は、本発明の特徴を逸脱しない範囲で他の特定の形態に具体化できるということ
は、当業者にとって自明である。したがって、上記の詳細な説明は、全ての面で制限的に
解釈してはならず、例示的なものとして考慮しなければならない。本発明の範囲は、添付
の請求項の合理的解釈によって決定されなければならず、本発明の等価的範囲内での全て
の変更は本発明の範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１３７】
　以上の方法は、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムに適用される例示を中心に説明されたが、本
発明は、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムの他にも様々な無線通信システムに適用可能である。

【図１２】

【図１】

【図２Ａ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月10日(2016.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末（ＵＥ）が無線通信システムで動作する方法において、
　第１基地局（ＢＳ）に属するアップリンクが設定された第１セルを設定するステップで
あって、前記第１セルは、送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリングで設定されるステップと
、
　前記第１基地局と異なる第２基地局に属するアップリンクが設定された第２セルを設定
することに関するメッセージを受信するステップと、
　前記第２基地局に属するアップリンクが設定された前記第２セルを設定するステップと
、を有し、
　前記第２基地局に属するアップリンクが設定された前記第２セルが前記端末に設定され
た後、前記第１セルが前記第１基地局に属するアップリンクが設定された唯一のセルであ
る場合、前記第１セルが設定された前記ＴＴＩバンドリングを動作不能にしない方法。
【請求項２】
　前記メッセージは、前記第１基地局から受信する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記メッセージは、セルの識別子と、前記セルがどの基地局に属するかを示す基地局識
別子と、を有する、請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　端末（ＵＥ）が無線通信システムで動作する方法において、
　第１基地局（ＢＳ）に属するアップリンクが設定された第１セルと第２基地局に属する
アップリンクが設定された第２セルとを設定するステップと、
　前記第１セルを送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリングで設定することに関するメッセー
ジを受信するステップと、
　前記第１基地局と前記第２基地局とが異なる場合、前記メッセージによって前記第１セ
ルを前記ＴＴＩバンドリングで設定するステップと、を有する方法。
【請求項５】
　前記第１基地局と前記第２基地局とが同一である場合、接続再確立手続を開始するステ
ップをさらに有する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記メッセージによって前記第１セルが設定された前記ＴＴＩバンドリングに関する設
定の失敗を前記第１基地局に知らせるステップをさらに有する、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記メッセージは、セルの識別子と、前記セルがどの基地局に属するかを示す基地局識
別子と、を有する、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　無線通信システムで動作する端末であって、
　無線周波数（ＲＦ）モジュールと、
　第１基地局（ＢＳ）に属するアップリンクが設定された第１セルを設定し、前記第１セ
ルは、送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリングで設定され、
　前記ＲＦモジュールを介して、前記第１基地局と異なる第２基地局に属するアップリン
クが設定された第２セルを設定することに関するメッセージを受信し、
　前記第２基地局に属するアップリンクが設定された前記第２セルを設定するよう構成さ
れるプロセッサと、を有し、
　前記第２基地局に属するアップリンクが設定された前記第２セルが前記端末に設定され
た後、前記第１セルが前記第１基地局に属するアップリンクが設定された唯一のセルであ
る場合、前記第１セルが設定された前記ＴＴＩバンドリングを動作不能にしない、端末。
【請求項９】
　前記メッセージは、前記第１基地局から受信される、請求項８に記載の端末。
【請求項１０】
　前記メッセージは、セルの識別子と、前記セルがどの基地局に属するかを示す基地局識
別子と、を有する、請求項８に記載の端末。
【請求項１１】
　無線通信システムで動作する端末であって、
　無線周波数（ＲＦ）モジュールと、
　第１基地局（ＢＳ）に属するアップリンクが設定された第１セルと第２基地局に属する
アップリンクが設定された第２セルとを設定し、
　前記ＲＦモジュールを介して、前記第１セルを送信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリングで
設定することに関するメッセージを受信し、
　前記第１基地局と前記第２基地局とが異なる場合、前記メッセージによって前記第１セ
ルを前記ＴＴＩバンドリングで設定するよう構成されるプロセッサと、を有する、端末。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、前記第１基地局と前記第２基地局とが同一である場合、接続再確立
手続を開始するようさらに構成される、請求項１１に記載の端末。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、前記メッセージによって前記第１セルが設定された前記ＴＴＩバン
ドリングに関する設定の失敗を前記第１基地局に知らせるようさらに構成される、請求項
１１に記載の端末。
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【請求項１４】
　前記メッセージは、セルの識別子と、前記セルがどの基地局に属するかを示す基地局識
別子と、を有する、請求項１１に記載の端末。
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